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１ 調査の概要 

 ⑴ 調査の目的 

   令和６年度からの５年間を計画期間とする「第３期北名古屋市教育大綱」の策定

に当たり、「こども基本法」（令和 4 年 6 月 22 日 法律第 77 号）に、こども又はこ

どもを養育する者その他の関係者の意見を反映させることが明文化されたことを

受け、児童生徒及び保護者の学校と地域に関する現状の意識を確認するとともに意

見を聴取する。 

 ⑵ 調査対象 

  ア 児童生徒 

   ①小学校 ５・６年生（1,580 人） 

   ②中学校 １・２・３年生（2,401 人） 

                ※ 人数は、令和 6年 9月 1日現在 

  イ 保護者 

    小学校５年生から中学校３年生までの保護者（3,981 人） 

                ※ 人数は、「ア 児童生徒」の合計値 

（兄弟姉妹の場合、「上の学年の子」の回答を依頼） 

 ⑶ 調査方法 

   「学校と地域に関する意識調査」を依頼するチラシを配布し、ＬｏＧｏフォーム

を活用する方法で回答を求めた。 

 ⑷ 調査実施期間 

   令和６年９月２日（月）から同年９月９日（月）まで 

 

２ 回答結果 

 ⑴ 児童生徒 

  ①小学校５・６年生   1,517 票（96.0％） 

  ②中学校１・２・３年生 2,044 票（85.1％） 

 ⑵ 保護者 

  ①小学校５・６年生    658 票（41.6％） 

  ②中学校１・２・３年生  774 票（32.2％） 

 

３ 集計方法及び結果の表示方法 

  図中の構成比（％）は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計は必ずし

も１００％にはなりません。 

 

４ 回答結果の特記事項 

 ⑴ 「問 1 通っている学校」については、結果を未表示とします。 

 ⑵ 自由記述については、件数を集計し、特徴的なものを挙げています。 

 

  

はじめに 
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当てはまる

31%

どちらかといえば当てはまる

49%

どちらかといえば当てはまらない

16%

当てはまらない

4%

問５ 学校であったことを、家庭でよく話している

５年生

48%６年生

52%

問２ 何年生か

当てはまる

39%

どちらかといえば当てはまる

45%

どちらかといえば当てはまらない

13%

当てはまらない

3%

問４ 学習用具などの忘れ物がないように

自分で気をつけている

当てはまる

45%

どちらかといえば当てはまる

48%

どちらかといえば当てはまらない

6%

当てはまらない

1%

問３ 学校生活を楽しく過ごしている
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当てはまる

25%

どちらかといえば当てはまる

44%

どちらかといえば当てはまらない

25%

当てはまらない

6%

問６ 家庭学習の習慣が身についている

当てはまる

27%

どちらかといえば当てはまる

39%

どちらかといえば当てはまらない

27%

当てはまらない

7%

問７ 早寝早起きの習慣が身についている

当てはまる

86%

どちらかといえば当てはまる

10%

どちらかといえば当てはまらない

2%

当てはまらない

2%

問８ 朝食を食べてから登校している

当てはまる

86%

どちらかといえば当てはまる

10%

どちらかといえば当てはまらない

2%

当てはまらない

2%

問９ 思いやりの心が育っている
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当てはまる

24%

どちらかといえば当てはまる

39%

どちらかといえば当てはまらない

29%

当てはまらない

8%

問10 将来の夢や目標を持っている

当てはまる

44%

どちらかといえば当てはまる

52%

どちらかといえば当てはまらない

4%

当てはまらない

0%

問11 お子様が何をしている時が楽しいか、

気持ちを理解している

当てはまる

51%

どちらかといえば当てはまる

41%

どちらかといえば当てはまらない

5%

当てはまらない

3%

問12 子育てについて、情報交換や相談する人がいる
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回答数 全体の回答数 回答率 

498 票 658 票 75.6％ 

 ○回答の主な区分と回答例 

１ 改善 

・新学期での初日の持ち物が多すぎだと思います。親の判断で後日に持っていくよう

伝えていますが、子どもは指定されている持ち物を持っていかなきゃいけないと気

にしてしまいます。もう少し配慮がいると思います。 

・給食を食べる時間が短すぎて、食べきれない子がたくさんいると聞いています｡もう

少し食べる時間を増やしてあげてほしい。 

・タブレットの使用時間に制限をかけてほしい、学校から私的利用は禁止されている

が検索結果画面などを利用して自分の興味あるYouTuberなどの情報やXのポストを

見ている。家庭内の他デバイスには〇時以降使用できないよう時間制限をかけてい

るが、学校タブレットに制限がないため夜遅くまで触っていることがある。学校に

相談したが市内全体の設定のため制限できないと聞いた。 

２ 要望 

・PTA 会議、野外学習や修学旅行など各種説明会の時間短縮もしくはテトル配信等への

切り替え、先生方には子どもたちへの指導になるべく時間を割けるように、授業や

生活指導以外の負担を減らして、環境、システムをしっかり整えてほしい。 

・子どもが給食で嫌いな食べ物を食べる事が出来たと言って帰って来る日がある。同

じ物を作って欲しいと言われるが献立表のメニュー名のみではどの様な料理なのか

分からないのでホームページ等に給食の写真を載せてもらえると参考になる。 

・小学校と中学校が連携して、児童のこれまでの成長過程や困りごと、直していくべ

きことなどを中学校の先生に確実に引き継がれる仕組みを作って頂きたいです。 

３ 提案 

・先生方の業務負担を減らし、余裕が生まれることによって教育の質が上がることに

つながってほしいと願っています。特に、小学校では毎日の宿題課題の採点は負担

になっているのではないでしょうか。ドリルパークのようなデジタル教材を活用し、

自動採点方式を取り入れることで先生方の負担が減ってほしいです。デジタル教材

のメリットとして、例えば国語の宿題で音読がありますが、同じページを毎日読む

ことより、デジタル教材で毎回違う文章を読み、読解力を育てていくことは出来な

いでしょうか。また、教科も国語・算数にしぼらず、他の教科も取り入れていくこ

とで、子どもたちが飽きずに宿題に取り組め、結果として学習習慣が身についてほ

しいです。 

・給食の白衣は、次回使う子どもが持ち帰り洗うことを提案します。 

４ 満足 

・雨が激しい日など、子どもの安全を第一に考えて、登校前に先生方が通学路の確認

をしてくれていること、登校後に欠席の連絡がないすべての児童の登校を確認した

旨の連絡が保護者へ配信されることは、保護者の安心に繋がり大変ありがたいです。 

また熱中症が心配される日なども日傘等を持たせるように連絡があったり、随時子

どもの安全や体調に配慮してくださってることも素晴らしいと思います。 

・保護者への連絡ツールがアプリに変わったことで、とても使いやすく連絡や確認が

しやすくなりました。 

問 13 あなたが、学校のことで、希望することなどがありましたら教えてください。 
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はい

44%
いいえ

56%

問14 この１年で、北名古屋市図書館で本を借りました

はい

19%

いいえ

81%

問15 この１年で、市歴史民俗資料館「昭和日常博物館」

へ行きました

はい

31%

いいえ

69%

問16 この１年で、市内で文化・芸術活動に

親しむ機会がありました

はい

63%

いいえ

37%

問17 自分に適した学びや趣味などの活動を行っています
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はい

15%

いいえ

85%

問18 この１年で、市総合体育館で運動をしました

はい

8%

いいえ

92%

問19 この１年で、市総合運動広場（稲葉篤紀ふるさと広

場）で運動をしました

はい

27%

いいえ

73%

問20 この１年で、市内のスポーツイベントや

レクリエーション活動に参加しました

はい

43%いいえ

57%

問21 週１回以上の運動をしています



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当てはまる

7%

どちらかといえば当てはまる

35%

どちらかといえば当てはまらない

38%

当てはまらない

20%

問22 市内の文化・芸術活動に参加したいと思っている

当てはまる

9%

どちらかといえば当てはまる

32%
どちらかといえば当てはまらない

38%

当てはまらない

21%

問23 市内のスポーツイベントやレクリエーション活動に

参加したいと思っている

当てはまる

34%

どちらかといえば当てはまる

50%

どちらかといえば当てはまらない

12%

当てはまらない

4%

問24 生涯にわたり自分に適した学びや

運動などを行いたいと思っている
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回答数 全体の回答数 回答率 

480 票 658 票 72.9％ 

 ○回答の主な区分と回答例 

１ 改善 

・子どもたちが安心安全にボール遊びができる公園を作ってほしい。運動不足が嘆か

れている中、目一杯身体を動かせる場所が無いのは矛盾しているのではないか。 

・財政が厳しいのはわかりますが、イベントも縮小したりなくなったりで市の活気が

なくなってきて寂しいです。 

・西庁舎と東庁舎、二つある市役所を一つに集約して欲しいです。どこかに無駄があ

るのではないかと疑ってしまいます。二つの町が統合されて一つになったのなら、

市役所も一つを目指して欲しいです。 

２ 要望 

・財政の問題もあるかと思いますが、子どものいる家庭により多くの支援(お金だけで

なく、家族の心の健康なども)を、子育てのしやすい未来ある市であることを願いま

す。 

・部活の縮小化のために、子供たちに帰宅部という選択肢が出来たため、その結果、

時間をもてあまし YouTube、ゲームなど、引いては素行の悪さへとも繋がりかねない

なと危惧しています。先生方のご負担が多いということでしたら、外部委託のコー

チでも良いと思いますし、そのために部活に多少の費用が発生したとしても子ども

の心の成長に繋がるのであればお支払いしてでも部活をやっていただきたいと思わ

れる親御さんは多いのではないかと思います。 

・ランニングフェスタを以前のように盛大に行わなくてもいいので、子どもが友達と

楽しめる場として復活させてほしい。 

３ 提案 

・子どもがいると図書館を利用することが多いので、図書館にコンサートやイベント

のパンフレットがたくさんあるといいなと思う。 

・都心部へアクセスしやすい上に、まだ田畑が残る、都会と田舎のいいとこ取りが魅

力である北名古屋市をもっとアピールして、北名古屋市を盛り上げて、経済を回し

てほしい。 

４ 満足 

・児童館の存在がかなりありがたい。公園で安全に遊べないので、児童館があり室内

で先生の目もある中遊べてありがたい。 

・予算の使い方などいろんな意見があると思いますが、私はとても良いと感じていま

す。昔のものを残すばかりでなく、次世代が使いたい施設の検討など市民の意見を

広く聞こうとしている姿勢にとても満足しています。 

・特に困ることはない。 

 

問 25 あなたが、北名古屋市のことで、希望することなどがありましたら教えてくだ

さい。 


